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1 . 組織の常識 
1 . 1 鎖国 
1 . 2 米本位制 
1 . 3 参勤交代 
1 . 4 世襲と身分制度 (以上第46巻 4 号) 
2 . 成長ゆえの衰退 
2 . 1 武士が武器を独占した社会 
2 . 2 家康を支えた譜代家臣団 
2 . 3 徳川幕府の金, 物, 人 
2 . 4 譜代筆頭井伊家の誇りと挫折 
  (以上第47巻 1 号) 
3 . 変化の気づきと互解 
3 . 1 海外事情 
3 . 2 田沼意次 
3 . 3 蘭学者たち (以上第47巻 2 号) 
4 . 常識の更新 
4 . 1 尊皇攘夷 
4 . 2 志士という名のアジテーター 
4 . 3 適塾と蘭学の行方 
4 . 4 幕末そして維新のあけぼの 
    (以上本号) 
Ⅱ. 江戸時代の春夏秋冬 
1 . 革新局面前期＝動乱期後期 〔春〕 
2 . 革新局面後期 〔夏〕 
3 . 保守局面前期 〔秋〕 
4 . 保守局面後期＝動乱期前期 〔冬〕 
Ⅲ. 江戸時代の意味するもの 
おわりに 








いかなる組織も, この “成長ゆえの衰退” のパ
ラドックスを免れることはできないのである 


































































して, その不安が “常識への差戻力” をこえる
ほどになると, 互解の形成が盛んになり, さら
にそうした互解の力が “常識への拒批力” をこ
えるほどになると , 常識の信頼性が下がる 
(“常識への差戻力” と “常識への拒批力” につ











て図 4 . 1 のようにまとめられる｡ (くわしくは
遠田雄志 『組織を変える〈常識〉 (第 2 版)』 (中
公新書, 2006) の第 2 章 ｢組織の適応モデル｣ 
を参照されたい)｡ 
図 4 . 1 は, よく知られている “正→反→合” 
の弁証法と構造が同じである｡ 
また, 生物種や DNA はその遺伝という特性







図 4 . 1 を展開すると, 図 4 . 2 が得られる｡ た
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図 4 . 1 組織の適応モデル 
 
ただし, 各項目はそれぞれの極大値と極小値の間を増減し, ＋, −符号は因果関係で
結ばれている二つの項目がそれぞれ同方向, 逆方向に増減することを示す｡ 
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まずは追い返したい, しかし, 多くの場合, 来
航の目的は, 生命にかかわるものであった｡ 通














1792年 ラクスマン (ロシア) 通商要求｡ 漂
流民大黒屋光太夫が帰国｡ 
1804年 レザノフ (ロシア) 通商要求, 択捉 
(えとろふ) 島を襲撃｡ 
1808年 フェートン号 (イギリス) オランダ
船を装い長崎港へ入港｡ 
1824年 大津浜事件 (イギリス) 薪炭・野菜
を要求して, 常陸国大津浜へ上陸｡ 
1824年 宝島事件 (イギリス) トカラ列島の
宝島へ上陸, 牛を略奪する｡ 














て ｢異国船打ち払い令｣ を出しているが, 1842
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のも少なくなかった｡ 吉田松陰, 久坂玄瑞, 高






















ある｡ しかし, ここでは, 互解の形成を推進し
たアジテーターとしての松陰を見直してみたい｡ 
まず, 松陰の短い生涯を確認しておこう｡ 






い, 藩主毛利慶親 (よしちか) 
を感心させる｡ 














1855年 (26歳) 12月に仮出獄し, 自宅で謹慎
するも講義を始める｡ 
1856年 (27歳) 松下村塾として, 以後 2 年間
ほど続く｡ 
1858年 (29歳) 老中間部詮勝 (まなべあきか
つ) 要撃計画により再び野山
獄へ｡ 








最初の旅は21歳のときの九州の旅,  4 ヶ月か
けて平戸, 長崎, 熊本とまわっている｡ 次は藩
主の参勤交代に随行して22歳で江戸への旅｡ 江
戸滞在中に佐久間象山にあって大きな影響を受








れている会沢正志済 (あいざわ せいしさい) 
らと議論をかさね, 日本の歴史知識の欠如を痛
感し, 帰国後謹慎中に日本史の猛勉強をしてい
ることである｡ このあと, 新潟, 佐渡, 弘前, 
青森をへて津軽海峡を確認し, ここでは異国船
が我が物顔で航行しているのを目撃している｡ 





















































ある｡ 松陰の家は武士とは言え, 微禄のうえ, 



















った｡ 松下村塾での教育は 2 年弱に過ぎない｡ 
松陰のもっとも松陰らしい教室はむしろ監獄で
あった｡ 下田における密出国の失敗のため囚わ






















命を落とした｡ そのうち, 自刃 6 人, 戦死 4 人, 


























うと, 塾生たちを江戸, 京都, 長崎へと送り出
して情報を得ようとした｡ 松下村塾の四天王と
いわれた吉田稔麿 (としまろ) が江戸藩邸勤務


















京都へ出せと要求し,  6 人の若者を推薦し, こ
れを実行させた｡  6 人のうち 3 人は塾生, あと 1 
人は帰国後入塾している｡ 旅立つ若者に向かっ




んぞ 6 人の者を以てなさんや｣ と励ましの言葉
を贈っている｡ 
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舎, 日本の辺境である｡ それ故にこそ, 情報に
飢えており, 情報の価値を痛感していた｡ 旅を
して自ら集めなければ, 座していては情報は手






















































































































































さらに, もう 1 人の塾生, 福沢諭吉は, 上野
の兵火の音を耳にしながらまったく動ぜず, 慶
応義塾において授業を続けていた｡ 









































咸臨丸に乗り込むことができ , 渡米をはたす 
(1860年)｡ 
諭吉は, 蘭学の最高峰を極め, さらに短期間











































































きだというのが, 薩摩, 宇和島, 土佐など西南
雄藩の藩主たちの意見であり, 衆目の一致する
















して, 密勅へとつながるのである｡ それが, 幕






























この中には, 浪人儒者梅田雲浜 (うんぴん), 漢


























ここまでに, ペリーの来航から 7 年, 明治維


























に浸透し, 非武士層, 豪農, 豪商らが立ち上が
り, あるいは志士たちを支援して, 京都, 江戸





































































突き進んでゆく｡ 年が明けて 1 月には鳥羽伏見
































江戸時代は, 次の 4 つの常識を共有すること
によって平和で, 安定した社会を長く続けるこ
とができた｡ その常識とは, 
1 . 鎖国 
2 . 米本位制 
3 . 参勤交代 
4 . 世襲と身分制度 

























































































































































てである｡ 明治時代の常識は, 西欧化である｡ 
それに最も関連ある幕末期の互解はといえば, 
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